
高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム高度情報通信機器・デバイス基盤プログラム
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市場規模 ５．６兆円
雇用規模１８．７万人

市場創出規模２．２兆円
雇用創出規模７．３万人
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大容量光ストレージ技術の開発大容量光ストレージ技術の開発

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報機器相互運用基盤（Ｆ２１）ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報機器相互運用基盤（Ｆ２１）

携帯情報機器用燃料電池技術開発携帯情報機器用燃料電池技術開発

省エネ型次世代ＰＤP Ｆ２１）省エネ型次世代ＰＤP （Ｆ２１）

高効率有機デバイス技術の開発高効率有機デバイス技術の開発

高分子有機ＥＬ発光材料 （Ｆ２１）高分子有機ＥＬ発光材料 （Ｆ２１）

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ （Ｆ２１）ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ用高強度ﾅﾉｶﾞﾗｽ （Ｆ２１）

ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞＦＥＤ （Ｆ２１）ｶｰﾎﾞﾝﾅﾉﾁｭｰﾌﾞＦＥＤ （ ２１）

ｴﾈﾙｷﾞｰ使用合理化液晶ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾟﾛｾｽ研究開発ｴﾈﾙｷﾞｰ使用合理化液晶ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌﾟﾛｾｽ研究開発’01～

高密度プラズマ装置高密度プラズマ装置

ＥＵＶ露光システム開発 （Ｆ２１）ＥＵＶ露光システム開発 （Ｆ２１）

半導体アプリチップ開発 （Ｆ２１）半導体アプリチップ開発 （Ｆ２１）

高効率マスク製造装置技術開発 （Ｆ２１）高効率マスク製造装置技術開発 （Ｆ２１）

積層メモリチップ技術開発 （Ｆ２１）積層メモリチップ技術開発 （Ｆ２１）

最先端システムＬＳＩ設計 （Ｆ２１）最先端システムＬＳＩ設計 （Ｆ２１）

次世代半導体材料・プロセス基盤（ＭＩＲＡＩ） （Ｆ２１）次世代半導体材料・プロセス基盤（ＭＩＲＡＩ） （ ２１）’01～

民間主体）あすかプロジェクト（民間主体）あすか ロジェクト’01～

（実用型補助） 先端的半導体製造技術開発（実用型補助） 先端的半導体製造技術開発’01～

フォ ックネットワークフォトニックネットワーク

次世代高速通信機器技術開発 （Ｆ２１）次世代高速通信機器技術開発 （Ｆ２１）

窒化物半導体を用いた低消費電力型高周波デバイスの開発窒化物半導体を用いた低消費電力型高周波デバイスの開発

低消費電力型超電導ネットワークデバイスの開発低消費電力型超電導ネットワークデバイスの開発

次世代FTTH構築用有機部材開発 （Ｆ２１）次世代FTTH構築用有機部材開発 （Ｆ２１）

フェムト秒テクノロジーフェムト秒テクノロジー’95～

次世代強誘電体メモリ次世代強誘電体メモリ’99～

超精密電子ＳＩ技術開発超精密電子ＳＩ技術開発’99～

’99～

’01～

ｴｯﾁﾝｸﾞｶﾞｽ代替ﾌﾟﾛｾｽ研究開発

次世代半導体製造ｼｽﾃﾑ技術開発

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ法による回路基板製造 （Ｆ２１）ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ法による回路基板製造 （Ｆ２１）
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